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あらまし：現代の医療現場では，慢性的な医師不足に伴う説明時間の不足により，患者が十分な理解を得

られないまま同意に至る形式的なインフォームド・コンセントが課題となっている．本研究では，患者の

非言語情報から説明内容を理解できていないことを想定した困惑を検知し能動的に補足説明を行う対話

型医療説明支援システムを開発した．本システムは LLM とマルチエージェント構成を活用し，個々の状

態に応じた柔軟な支援を実現する．検証により，能動的な対話が患者の理解促進と質問時の心理的障壁の

低減に有効であることを示した．  
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1. はじめに 

現代の医療現場では，慢性的な医師不足に伴う説

明時間の不足により，患者が十分な理解を得られな

いまま同意に至る形式的なインフォームド・コンセ

ントが課題となっている(1)．患者側には医師への遠

慮や恥ずかしさといった心理的障壁があり，副作用

のリスクを伴う造影 CT 検査等の説明においても，

不明点を残したまま沈黙してしまう傾向がある．   

こうした課題に対し，近年では LLM や RAG を用

いたインフォームド・コンセント支援チャットボッ

トの研究も進められている(2)．しかし，これら既存

システムの多くはユーザーからの明示的な入力を待

つ受動的な設計に留まっており，高齢等で説明内容

に関して自ら疑問を言語化できない患者への支援が

不足している．また，Bickmore らによって，アバタ

ーを用いた身体性の付与が信頼関係の構築に有効で

あることは示されているが(3)，患者のリアルタイム

な反応に応じた能動的な支援の実現には至っていな

い．  

本来，対面対話において医師は，患者の視線や首

の傾きといった非言語情報から理解度を推察し，先

回りして補足を行う能動的な接遇を行っている．そ

こで本研究では，LLM を活用した，患者の表情と音

声に基づいて，能動的に説明を行う対話型医療説明

支援システムを開発する． 

本システムを通じて，患者が気兼ねなく質問でき

る環境を構築し，インフォームド・コンセントにお

ける理解促進への寄与を検証する． 

 

2. 対話型医療説明支援システムの概要 

図 1 に本研究で提案する対話型医療説明支援シス

テムの全体構成を示す．本システムは，医師の能動

的な接遇をシステム上で再現するため，役割の異な

る 2 つのエージェントが連携して動作するマルチエ

ージェント構成を採用している． 

2.1 インターフェースエージェント   

インターフェースエージェントは，ユーザーとの

直接的なインタラクションを担う．Web カメラを通

じて取得した映像から MediaPipe を用いて視線の逸

脱，首を傾げる動作，および眉をひそめる動作とい

った非言語情報をリアルタイムに抽出し，マイクか

らの音声認識結果とともに JSON 形式で対話管理エ

ージェントへ送信する．また，対話管理エージェン

トからの指示に基づき，3D アバターを介して社会的

実在感を伴う応答や動作を出力する役割を持つ． 

2.2 対話管理エージェント   

対話管理エージェントは，本システムにおける意

思決定の中核を担う．インターフェースエージェン

トから受信した非言語データに基づき，ユーザーの

理解状態を推定する．例えば，説明中に視線の逸脱 

，首を傾げる動作が検知された場合，ユーザーが困

惑していると判断する． この推定結果をトリガーと

して，LLM が現在の説明文脈に応じた最適な補足内

図 1 対話型医療説明支援システムのモデル 
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容を判断し，対話を能動的に制御する役割を担う． 

3. 検証方法

3.1 検証の設定

本システムの有用性を評価するため，本学の理工

学部に所属する 3 年生および 4 年生 11 名を対象

とした検証を行った．被験者は病院で初めて造影 CT

検査を受ける患者というシナリオのもと，本システ

ムによる説明を受けた．システムの挙動を網羅的に

評価するため，被験者には「説明中に意図的に『分

からない』というしぐさを行うこと」および「1 回

以上の質問を行うこと」の 2 つのタスクを課した．

3.2 評価項目 

 検証終了後，アンケート調査および自由記述によ

る評価を行った．表 1 に主要な評価項目と設問内容

を示す．各設問は，マルチエージェント構成による

「能動的支援」が患者の理解促進や心理面に与える

影響を検証するために設計された．  

表 1 評価項目と設問内容 

評価項目 設問内容 

補足説明の実施 システムが適切なタイミング

で補足説明を行ったか

理解の深化 補足説明によって検査への理

解が深まったか 

心理的障壁の軽減 気兼ねなく質問できると感じ

たか 

社会的実在感 アバターに見守られている感

覚があったか

介入の適切性 補足説明が過剰とは感じなか

ったか 

4. アンケート結果

4.1 能動的支援と理解度に関する評価

各評価項目に対する回答の分布を図 2 および図 3

に示す．図 2 より，「補足説明の実施」および「理解

の深化」については，91%の被験者が「非常にそう

思う」または「そう思う」と回答した．自由記述に

おいても「自分から言い出さなくても察してくれる

のが良い」との意見があり，能動的な働きかけの有

効性が確認された． 

一方で，「介入の適切性」については図 3 に示す通

り，64%の被験者が過剰な場合があったと回答した．  

4.2 心理的効果と品質に関する評価  

図 2 に示す通り，「心理的障壁の軽減」については，

91%の被験者が「非常にそう思う」または「そう思

う」と回答した． 

 一方で，「社会的実在感」については，「非常にそ

う思う」または「そう思う」と回答した被験者は 45%

に留まった． 

5. おわりに
本研究では，患者の表情と音声に基づいて，能動

的に説明を行う対話型医療説明支援システムを開発

し，その有用性を検証した．検証の結果，本システ

ムによる能動的な支援は，患者の「心理的障壁の軽

減」や「理解の深化」に寄与し，インフォームド・

コンセントにおける対話環境の構築に有効であるこ

とが示された．一方で，評価項目の一つである「介

入の適切性」に関しては，一部でユーザーの意図と

システムの動作に乖離が生じ，過剰な介入を招いた

ことが課題として明確になった．今後は，ユーザー

の反応に応じて介入のタイミングを調整する適応的

な対話制御アルゴリズムを導入し，より自然なイン

フォームド・コンセント支援の実現を目指す．
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図 2 対話支援と心理的効果に関するアンケート結果 

図 3 介入の適切性に関するアンケート結果 
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